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コ
ロ

ナ
感

染
の

影

響

で
1

年
遅

ら
せ

た

２

０
２

０
年

の
東

京

オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
は

２

０

２
１
年
7

月
23

日

か
ら

８
月
８
日

の
17

日

間
に

渡
り

、
コ

ロ

ナ

感
染

を
避

け
る

た

め

、
競

技
場

は
無

観

客

の
中

で
実

施
さ

れ

た

様
子

で
す

。
東

京

オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
開

催

に

は
国

内
外

か
ら

約

８

万
人

が
参

加
し

た

と

言
わ

れ
、

競
技

の

運

営
進

行
に

多
く

の

人

た
ち

が
関

与
し

主

催

国
の

日
本

に
お

い

て

は
経

済
的

に
も

大

き

な
負

担
に

な
っ

た

様
子
で
す
。

東
京

オ
リ

ン
ピ

ッ

ク

の
開

催
に

伴
う

経

済

面
で

の
負

担
に

つ

い

て
、

２
０

２
１

年

８

月
11

日

の
朝
日

新

聞

に
よ

り
ま

す
と

、

東

京
都

の
会

場
整

備

費

に
つ

い
て

６
カ

所

の

会
場

。
整

備
費

の

合

計
額

は
１

，
３

７

５

億
円

と
書

い
て

い

ま

し
た

。
ま

た
、

無

観
客
で
の
開
催
と
な
っ

た

た
め

の
入

場
料

不

足

額
が

約
９

０
０

億

円

と
言

わ
れ

、
こ

れ

を

誰
が

負
担

す
る

か
、

問

わ
れ

て
い

る
と

の

こ
と
で
し
た
。

６
か

所
の

会
場

整

備
費
の
内
訳
（
億
円
）

東

京
ア

ク
ア

テ
イ

ク

ス

セ
ン

タ
ー

（
３

６

７

）
、

海
の

森
水

上

競

技
場

（
３

０
３

）
、

有

明
ア

リ
ー

ナ
（

３

７

０
）

、
カ

ヌ
ー

ス

ラ
ロ
ー
ム
・
セ
ン
タ
ー

（

78

）

、
大
井

ふ
頭

中
央
海
浜
公
園
（
48
）
、

夢
の
島
公
園
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
場
（
９
）
。

ま
た

、
イ

ン
タ

ー

ネ

ッ
ト

情
報

に
よ

り

ま

す
と

、
新

国
立

競

技

場
の

建
設

費
は

１

５

２
９

憶
円

で
そ

れ

に

設
計
や
監

理
費
40

億

円
を

加
え

る
と

１

５
６

９
億

円
に

な
っ

て
い

る
と

書
い

て
い

ま
し

た
。

上
記

の
情

報
か

ら
解

っ
た

こ
と

は
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
の

開
催

に
伴

い
、

日
本

の
政

府
及

び
東

京
都

が
負

担
し

た
建

設
費

、
各

種
整

備
費

の
合

計
額

が
２

，
９

４
４

億
円

と
な

り
こ

の
他

に
無

観
客

に
よ

る
入

場
料

不
足

分
約

９
０

０
億

円
が

加
わ

る
と

約
３

，
０

０
０

億
円

が
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
開

催
代

と
い

う
こ

と
が

解
り

ま
し

た
。

（
東

京
都

都
民

は
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
に

よ
る

赤
字
で

１
人
10

万
円

の
都

税
が

負
担

に
な

り
そ

う
だ

。
定

額
給

付
金
10

万
円
は

税
金

に
よ
り
回
収
さ
れ
る
）
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発行責任者
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建交労鉄道

岩手地本
今
、
動
い
て
る
？
再

稼
働
は
い
つ
？

２
０
２
１
年
07
月
27
日

|

原
発
っ
て
な
に
？

２
０
２
１
年
７
月
27
日

現
在
９
基
稼
働
。

関
西
電
力
大
飯
３
・
４

号
機
、
高
浜
３
・
４
号
機

と
美
浜
３
号
機
、
九
州
電

力
玄
海
３
・
４
号
機
と
川

内
１
・
２
号
機
が
稼
働
し

て
い
ま
す
。

（
四
国
電
力
伊
方
３
号
機

は
定
期
検
査
で
停
止
）

原
発
は
大
量
の
冷
却
水

が
必
要
な
た
め
、
海
岸
沿

い
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
に
３
基
、
東
北
１

４
基
、
関
東
甲
信
越
９
基
、

東
海
５
基
、
北
陸
15
基
、

中
国
２
、
四
国
３
、
九
州

に
６
、
計
57
基
で
す
。

内
訳
（計
62
基
）

２
０
２
１
年
７
月
27
日

現
在

〇
稼
働
・
９
（
大
飯
３
・

４
号
機
、
高
浜
３
・
４
号

機
、
美
浜
３
号
機
、
玄
海

３
・
４
号
機
、
川
内
１
・

２
号
機
）
２
０
２
１
年
６

月
23
日
に
建
設
後
40
年
超

の
美
浜
３
号
機
が
10
年
余

り
の
停
止
期
間
を
経
て
再

稼
働
。
こ
れ
で
10
基
と
な

り
ま
し
た
。

〇
定
期
検
査
中
・
１

伊
方
３
号
機
（
２
０
１
９

年
12
月
26
日
～
２
０
２
１

年
10
月
頃
）

※
「
特
定
重
大
事
故
等
対

処
施
設
」
工
事
中

〇
合
格
・
再
稼
働
準
備
中
・

６（
高
浜
１
・
２
号
機
、
柏

崎
刈
羽
６
・
７
号
機
、
東

海
第
２
、
女
川
２
号
機
）

〇
再
稼
働
及
び
稼
働
申
請

中
・
11

（
泊
１
・
２
・
３
号
機
、

東
北
電
力
東
通
、
女
川
３

号
機
、
浜
岡
３
・
４
号
機
、

志
賀
２
号
機
、
敦
賀
２
号

機
、
島
根
２
号
機
、
大
間
）

〇
再
稼
働
申
請
準
備
中
・

２
（
島
根
3
号
機
・
高
速

実
験
炉
常
陽
）

〇
未
定
・
７

（
柏
崎
刈
羽
１
・
２
・
３
・

４
・
５
号
機
、
浜
岡
５
号

機
、
志
賀
１
号
機
）

〇
建
設
中
・
１
（
東
京
電

力
東
通
）

〇
廃
炉
決
定
及
び
廃
炉
方

針
も
し
く
は
準
備
中
・
25

（
も
ん
じ
ゅ
＋
24
）

（
も
ん
じ
ゅ
、
女
川
１
号

機
、
福
島
第
Ⅰ
１
・
２
・

３
・
４
・
５
・
６
号
機
、

福
島
第
Ⅱ
１
・
２
・
３
・

４
号
機
、
東
海
、
浜
岡
１
・

２
号
機
、
敦
賀
１
号
機
、

美
浜
１
・
２
号
機
、
島
根

１
号
機
、
玄
海
１
・
２
号

機
、
伊
方
1
・
２
号
機
、

大
飯
１
・
２
号
機
）

参
照
：

出
典
:

フ
リ
ー

百
科
事
典
『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ

ア
（W

ik
i
p
e
di
a

）
』

原発ゼロNO 124
原 発

ってどこにある？

夏こそ

ニンニク
有効成分を最高に引き出す低温加熱

猛暑が続く夏は、体力を消耗します。そこで

おすすめなのがニンニク。

疲労回復を早め、スタミナアップに役立ちます。

ニンニクは、ガン予防に有効な食品のトップに

あげられ

いま、コロナ禍で、免疫力を上げる食材とし

て注目されています。

ニンニクの有効成分を引き出すには低温加熱

がポイントです。

多彩なパワー

抗がん作用・老化防止・血小板抑制作用・糖

尿病の改善・疲労回復・肝機能の向上・殺菌、

抗菌作用・抗ウイルス作用。ダイエット効果。

もっと気軽にニンニクを

油に入れると有効成分が格段にアップ

ニンニクの効果を引き出す方法

〇 すりおろす。刻む

ニンニクの有効成分アリシンは、独特のにお

い成分で、細胞をこわすことで生成されます。

〇 低温の油で加熱する

アリシンは切ったままにしておくと揮発して

消失するので、すぐに低温の油で調理する。

ニンニクを日常的に食べる工夫

◎皮をむいて冷凍

皮をむいて冷凍しておくと、すぐに解凍して

使える。

◎ニンニクオイル

鍋にオリーブオイルと刻んだニンニクを入れ

て煮詰める。冷めたら消毒したビンに詰め冷蔵

庫で保存。

◎しょうゆ漬け

ニンニクを丸のままとすりおろしたものをしょ

うゆに入れ、いろんな料理に使う。

◎オリジナルのニンニクみそ

ニンニクを煮てつぶし、刻んだクルミ、みそ

とみりんでペースト状に。保存は冷蔵庫。

人間が健康に生きて行く為に１５４

建
交
労
第
23
回
定
期
大
会

日

時

２
０
２
１
年

８
月
28
～
29
日

場

所

群
馬
県
安
中
市
・
ホ
テ
ル
磯
部
ガ
ー
デ
ン

建
交
労
岩
手
県
本
部
代
議
員
は
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
に
て

岩
手
農
林
支
部
工
藤
寛
生
氏
が
参
加
。

い
わ
て
労
連
第
33
回
定
期
大
会

日

時

２
０
２
１
年

９
月
４
日
（

土
）
13
時
～
16
時
30
分

場

所

岩
手
県
建
設
会
館

建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
・
３
階

大
ホ
ー
ル

盛
岡
市
松
尾
町
17
ー
９
建
設
会
館

建
交
労
岩
手
県
本
部
代
議
員
は

委
員
長

高
橋

明
氏

宮
古
港
湾

川
村
典
明
氏

盛
岡
支
部
釜
台
い
く
子
氏

ほ
っ
と
ま
ん
ぷ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
４
回
食
塩
支
援

日

時

８
月
29
日

13
時
～
15
時

場

所

盛
岡
市

上
田
公
民
館

主

催

民
生
同
盟
と
実
行
委
員
会

オ
ダ
ネ
ル
写
真
展

「
焼
き
場
に
立
つ
少
年
」

滝
沢
ユ
ネ
ス
コ
協
会

日

時

２
０
２
１
年
９
月
３
日
（
金
）
12
時
～
21
時

４
日

（
土
）

９
時
～
21
時

５
日
（
日
）
９
時
～
17
時

会

場

ビ
ッ
グ
ル
ー
フ
滝
沢
ギ
ャ
ラ
リ
ー

駐
車
可

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

山
崎

真
氏
（
元
善
隣
館
館
長
）

９
月
４
日
（
土
）

13
時
～
13
時
30
分

14
時
～
14
時
30
分

場

所

ふ
れ
あ
い
広
場

建
交
労
全
国
鉄
道
本
部
第
24
回
定
期
大
会

日

時

９
月
18
日
（
土
）

11
時
～
17
時

場

所

建
交
労
中
央
本
部
６
階
大
会
議
室

地
方
代
議
員
は
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
で
参
加
。

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
費
用

ス
テ
ハ
ン
・
鈴
木

デ
ン
マ
ー
ク
か
ら
の
便
り
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七
月
下
旬
に
北
海

道
大
雪
山
ト
ム
ラ
ウ

シ
山
登
山
の
た
め
に
、

岩
手
山
訓
練
登
山
を

七
月
十
一
日
（
日
）
、

御
神
坂
コ
ー
ス
駐
車

場
に
６
時
集
合
。
須

藤
夫
妻
、
斎
藤
さ
ん
、

日
出
さ
ん
、
森
さ
ん
、

藤
谷
の
６
名
で
出
発
。

小
雨
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
風
も
無
く
、

途
中
で
晴
れ
る
か
も

し
れ
な
い
と
期
待
し

て
登
り
始
め
ま
し
た
。

登
山
口
を
進
ん
で
い

く
と
、
黄
色
い
ホ
ト

ト
ギ
ス
が
咲
い
て
い

ま
し
た
。
途
中
で
雨

も
上
が
り
、
小
休
止

し
た
と
こ
ろ
か
ら
、

ま
ぼ
ろ
し
の
滝
を
運

よ
く
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
登
る
に

つ

れ

て

息

は

上

が

り

苦

し

く

な

っ

て

い

き
ま
し
た
が
、
所
々

に
咲
い
て
い
る
花
を

見
る
と
、
一
瞬
疲
れ

を
忘
れ
ま
し
た
。
ハ

ク
サ
ン
チ
ド
リ
、
ヨ

ツ
バ
シ
オ
ガ
マ
、
エ

ゾ
ツ
ツ
ジ
、
オ
ノ
エ

ラ
ン
な
ど
、
た
く
さ

ん
名
前
を
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
雨
は

時
々
降
っ
て
き
ま
し

た
が
、
そ
れ
ほ
ど
ひ

ど
く
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

８
合
目
付
近
の
鬼

ケ

城

と

の

分

岐

か

ら

不

動

平

避

難

小

屋

へ

下

り

始

め

た

途

端

に
、

一

面

に

お

花

畑

が

広

が

り

ま

し

た

。

特

に

コ

バ

イ

ケ

イ
ソ

ウ

が

、

今
咲

き

そ

ろ

っ
た

と

い

わ

ん
ば

か

り

に

、
ガ

ス

が

か

か
っ

た

中

に

幻
想

的

に

咲

い
て

い

ま

し

た
。

避

難
小
屋

で
40

分
ほ
ど
ゆ
っ
く
り
昼

食
を
と
っ
て
か
ら
お

鉢
に
登
り
、
コ
マ
ク

サ
、
イ
ワ
ブ
ク
ロ
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
ど

う
に
か
山
頂
ま
で
行

く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。下

山
も
ゆ
っ
く
り

ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て

も
ら
っ
て
、
５
時
頃

無
事
に
駐
車
場
に
着

き
ま
し
た
。
今
年
初

め
て
の
岩
手
山
で
し

た
が
、
い
い
訓
練
に

な
り
、
お
花
も
満
喫

で
き
た
登
山
で
し
た
。

最
賃
は
、
岩
手
県
８

２
１
円
、
宮
城
県
８
５

３
円
と
な
り
、
今
後
、

意
義
申
し
立
て
を
調
査

審
議
し
た
う
え
で
決
定

し
ま
す
。
10
月
以
降
、

施
行
さ
れ
ま
す
。

全
労
連
は
地
域
間
格

差
の
抜
本
的
解
決
の
た

め
、
全
国
一
律
制
度
の

確
立
を
求
め
て
い
ま
す
。

最
賃
の
上
積
が
有
っ

た
が
、
審
議
で
は
、
使

用
者
側
委
員
か
ら
コ
ロ

ナ
の
影
響
が
続
く
な
か
、

引
上
げ
に
反
対
す
る
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

菅
政
権
が
、
飲
食
店

へ
の
十
分
な
コ
ロ
ナ
補

償
を
せ
ず
中
小
企
業
へ

の
直
接
支
援
が
貧
し
い

こ
と
が
最
賃
引
き
上
げ

の
足
か
せ
に
な
っ
て
お

り
、
労
働
者
、
中
小
企

業
を
応
援
す
る
政
治
へ

の
転
換
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
コ
ロ
ナ
で
利
益

を
上
げ
て
い
る
企
業
に

課
税
し
そ
の
資
源
で
十

分
な
コ
ロ
ナ
補
償
を
。

鉄
道
運
転
事
故
件
数

は
１
１
６
件
（
体
前
年

度
比
マ
イ
ナ
ス
21
件
）

⑴
列
車
事
故
２
件
（
ブ

ラ
ス
１
）

⑵
踏
切
障

害
事
故
24
件
（
対
前
年

度
比
マ
イ
ナ
ス
５
）

⑶
鉄
道
人
身
傷
害
事
故

90
件
（
対
前
年
度
比
マ

イ
ナ
ス
17
件
）

組
合

人
流
が
半

減
し
事
故
が
減
少
し
、

安
全
が
保
た
れ
て
い
る
。

踏
切
事
故
が
減
っ
て
い

る
。
踏
切
は
無
い
ほ
う

が
良
い
。
ホ
ー
ム
ド
ア

を
ど
ん
ど
ん
作
っ
て
い

る
が
施
設
内
に
入
る
自

殺
者
を
ど
う
止
め
る
の

か
、
ハ
ー
ド
面
の
強
化
。

会
社

ホ
ー
ム
自
体

か
ら
の
立
ち
入
り
を
防

ぐ
の
は
難
し
い
。
警
察

と
協
力
し
立
ち
入
り
や

す
い
個
所
の
注
意
喚
起
、

見
回
り
か
ら
か
ら
始
め
、

そ
の
上
で
ハ
ー
ド
対
策
・

ソ
フ
ト
と
対
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

組
合

早
期
に
ホ
ー

ム
ド
ア
の
設
置
を
求
め

て
い
き
た
い
。

会
社

ホ
ー
ム
ド
ア

は
軽
量
化
の
設
置
。

組
合

ワ
ン
マ
ン
運

転
が
増
え
て
い
る
。

会
社

技
術
開
発
を

行
い
安
全
運
転
を
確
保

し
、
ワ
ン
マ
ン
運
転
を

拡
大
し
て
い
く
。

組
合

駅
員
の
い

な
い
時
間
帯
の
遠
隔
操

作
が
増
え
て
い
る
。
駅

の
安
全
は
確
保
は
。

会
社

無
人
駅
が
増

え
て
い
る
画
面
を
見
な

が
ら
機
械
を
操
作
で
き

て
い
る
。

最
賃
一
律
１
５
０
０
早
く

最 賃

全国平均９３０円・岩手最低レベル８２１円

文
化
人
類
学
者
の
辻

信
一
さ
ん
に
よ
れ
ば
、

ナ
マ
ケ
モ
ノ
の
動
き

が
の
ろ
い
の
は
筋
肉

が
少
な
い
か
ら
で
、

そ
れ
は
な
る
べ
く
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
な

い
で
、
葉
っ
ぱ
だ
け

を
食
べ
て
生
き
て
い

く
た
め
の
知
恵
な
そ

う
だ
。
筋
肉
が
少
な

け
れ
ば
そ
れ
だ
け
体

重
が
軽
く
な
り
、
高

い
木
の
上
の
細
い
枝

に
も
ぶ
ら
下
が
れ
る

の
で
、
敵
に
襲
わ
れ

る
リ
ス
ク
も
少
な
く

な
る
。
７
~
８
日
に

一
度
、
危
険
を
承
知

で
木
の
根
元
ま
で
下

り
、
お
し
り
で
地
面

に
浅
い
穴
を
掘
っ
て

糞
を
す
る
。
自
分
に

食
べ
物
を
く
れ
る
木

に
も
ら
っ
た
栄
養
を

返
し
て
い
る
。
自
分

を
育
て
て
く
れ
た
木

を
、
逆
に
支
え
、
育

て
て
い
る
。
環
境
に

優
し
い
循
環
型
の
く

ら
し
を
し
て
い
る
。

ナ
マ
ケ
モ
ノ
は
怠
け

て
い
る
の
で
も
な
く
、

無
能
で
も
な
い
。
強

さ
、
大
き
さ
、
速
さ

を
競
う
こ
と
も
な
く
、

毒
や
鋭
い
牙
を
持
つ

こ
と
も
な
く
、
徹
底

し
た
低
エ
ネ
、
助
け

合
い
、
平
和
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現

し
て
い
る
。
ナ
マ
ケ

モ
ノ
は
大
量
の
生
産
・

消
費
・
廃
棄
を
ナ
マ

ケ
ル
。
ナ
マ
ケ
モ
ノ

か

ら

学

ぶ

こ

と

は

「
必
要
な
も
の
以
上

は
い
ら
な
い
と
い
う

こ
と
」
な
そ
う
だ
。

（
「
ゆ
っ
く
り
で
い

い
ん
だ
よ
」
よ
り
）

ナ
マ
ケ
モ
ノ
は
、
燃

え
て
い
る
地
球
を
救

う
ヒ
ン
ト
も
与
え
て

い
る
と
思
う
。
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８
月
の
た
わ
ご
と

「
な
ま
け
る
」細

川
忠
雄

いの旬蛙の独り言25

石井紘基氏を悼む

今は昔 2002年10月25日

石井紘基衆議院議員は自宅前で刺殺された。

彼は国会で裏帳簿を追求しようとしていた。

裏帳簿とはこの年の特別会計175兆円

当時は国会の審議対象外

一般会計85兆円の倍の金額

犯人はやくざで金銭トラブルを理由

石井議員の鞄も資料も行方不明のまま

やくざを使ったのは誰か追求されないまま

今は特別会計も国会審議の対象に

石井氏の犠牲を忘れてはならない。

井上駿

岩
手
山
登
山
（ト
ム
ラ
ウ
シ
山
訓
練
登
山
）

エゾツツジ

ムシトリスミレ

コマクサ

オノエラン

コバイケイソウ

厚
生
労
働
省
は
13
日
、
都
道
府
県
ご
と
に
決
め
る
２
０
２
１
年
度
の
地
域

別
最
低
賃
金
の
改
定
額
を
公
表
し
た
。
人
口
を
加
味
し
た
全
国
平
均
額
は
28

円
増
の
時
給
９
３
０
円
で
、
山
形
や
島
根
な
ど
7
県
は
国
の
中
央
最
低
賃
金

審
議
会
（
厚
労
相
の
諮
問
機
関
）
が
示
し
た
引
き
上
げ
目
安
額
28
円
を
1
～

4
円
上
回
っ
た
。
残
り
40
都
道
府
県
は
目
安
額
通
り
の
改
定
。
10
月
か
ら
適

用
す
る
。
目
安
制
度
が
始
ま
っ
た
１
９
７
８
年
度
以
降
で
、
最
大
の
引
き
上

げ
幅
と
な
っ
た
。

引
き
上
げ
幅
は
島
根
の
32
円
が
最
も
大
き
く
、
次
い
で
秋
田
と
大
分
が
30

円
で
、
青
森
、
山
形
、
鳥
取
、
佐
賀
が
29
円
だ
っ
た
。
改
定
後
の
最
高
額
は

東
京
の
１
０
４
１
円
で
、
最
低
額
は
高
知
と
沖
縄
の
８
２
０
円
。

Ｊ
Ｒ
東

２
０
２
０
年
度

鉄
道
運
転
事
故
等
の
概
要

安
全
経
営
協
議
会
分
会
報
告


